
シカ・イノシシには、安価で設置が簡単な
「電気柵」がオススメです。

動物は飛び越えるよりもまず柵を潜り抜け
ようとして、柵を鼻先で触って確かめます。そ
のため、電気線は鼻先の高さにまず1本を張
り、潜り抜けないように下方向に何本か張る
必要があります。

イノシシは1m、ニホンジカは2m以上の高い
ジャンプ力がありますので、3～4段以上の電
気柵が効果的です。
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すき間を作らない！
潜り抜けてしまいます。

こまめに草刈り！
漏電のもとになります。

クマの被害対策としては、出会わない！呼び寄せ
ない！ことが大切です。

突発的な遭遇による人身事故を防止し、人や里に
慣れたクマにさせないように被害対策をしましょう。

ばったり出会わないために・・・
➊ 山林に行くとき、あるいは夜間に外出するときはラジオや鈴な

どの音の出るものを携行し、クマに自分の居所を知らせてあげま
しょう。（クマは気付くと逃げていきます。）

➋ 人里でも夕方から朝までの外出時は注意しましょう。この時間
帯はカキやクリの木の近くなどクマがいそうなところに近づかない
ようにしてください。

悪いクマにさせないために・・・
➊ 生ゴミや残飯などを屋外に置かないようにしましょう。クマは

臭いにとても敏感です。オイルやペンキなどの臭いも好みますの
で、屋内に置くようにしましょう。

➋ 不要なカキやクリの木は伐採しましょう。伐採ができない場合
は、果実を早めに取り除くか、トタンなどを巻きつけてクマが登れな
いように防護しましょう。

音のでるものを携行！
山林や夜間の外出時は

鈴やﾗｼﾞｵを身につけて。

トタンを巻いて防護！
ﾄﾀﾝの波目は縦向き

1～3mの高さをｶﾊﾞｰ。

山すそや集落内の田畑で、大切に育てた米や野菜、果実などが野生動物（有害鳥獣）により食い
荒らさるなどの被害が増加しています。
また、ニホンザルやツキノワグマなどの出没により安心・安全な日常生活も脅かされています。
電気柵などで防除することも有効ですが、私たち住民が野生動物を近づかせない環境を作ること、

追払って山へ返すことも重要な対策のひとつです。
各家庭や集落ぐるみで有害鳥獣から農作物や平穏な生活を守りましょう！！

裏面もご覧ください!!



補助対象となる防除柵等の種類(それぞれ基準額が異なります。)

電気柵ﾎﾟｰﾙのみ
(2～4段張り､4段張り以上)

ｶﾗｽ用ﾈｯﾄ柵

ｻﾙ用通電式ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ柵
(おじろ用心棒)

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ柵

ｲﾉｼｼ･ｼｶ捕獲檻

ｶﾗｽ檻

ﾈｯﾄ柵

ﾄﾀﾝ柵

電気柵張り(2､3､4段張り)

電気柵ﾊﾞｯﾃﾘｰ本器(PSEﾏｰｸ付)

サル追い払いのコツ
・一人でも多くの人数で、できるだけしつこく！
・集落ぐるみの追い払いが効果大！
・追い払いのターゲットはメスと子ども！
・ロケット花火や電動ガンを活用！体力のない人
ほど 強い武器を！

ニホンザルは非常に学習能力が高く、これまでいろんな対策を攻略されてきましたが、有効な対応策と
して柵線だけでなく支柱に触っても感電する「おじろ用心棒（サル用通電式ワイヤーメッシュ柵）」がオス
スメです。

設置の注意点
➊ 柵線の1段目をワイヤーメッシュから約5cm

の高さに設置し、侵入する隙間を作らない。
➋ 農地に隣接する法面・電柱・樹木などがあ

る場合、それらからできるだけ離して設置する。
（サルが登って侵入する恐れがあります。）

おじろ用心棒の特徴
➊ 支柱（塩ビパイプ部）を触っても感電！
➋ 侵入したとしても、出るときに感電！
➌ イノシシ・シカ・その他動物にも有効！
➍ 維持管理に手間がかからない！
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ワイヤーメッシュ

電牧器(ﾊﾟﾜｰﾕﾆｯﾄ)

アース

柵線
塩ビパイプ

アルミテープ
金属フック

（ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭをｱｰｽの電極として
利用、ｻﾙが登ると感電する。）

解消

76%

減少

20%

変化

なし

4%

設置後の被害状況

サルが登れないように！
樹木や電柱、法面を

伝って侵入します。

追い払い道具の例

爆竹

ﾛｹｯﾄ花火 競技用ﾊﾟﾁﾝｺ

電動ｶﾞﾝ

1.概要
有害鳥獣（イノシシ、シカ、サル等）によ

る農作物被害を防ぐための共同防除事業
で、補助金の対象者は、農会・農事組合等
農林業を営むもので組織する団体です。

2.補助金の額
町が定める基準額の50％以内の額で予

算の範囲内です。ただし、サル用通電式ワ
イヤーメッシュなど一部基準額の85％以内
となるものもあります。

お問合せ先
農林水産課 農林係 〒669-6592 香美町香住区香住870-1 TEL : 0796-36-0846（直通）
村岡地域局 農林建設係 〒667-1392 香美町村岡区村岡390-1 TEL : 0796-94-0321（代表）
小代地域局 農林建設係 〒667-1503 香美町小代区大谷564-1 TEL : 0796-97-3111（代表）


